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会社概要

代　表　者 ● 代表取締役社長　岡山 敏弘
本社所在地 ● 神戸市
事 業 内 容 ● ニット丸編み機の製造・開発
従 業 員 数 ● 223名　うち障害者数5名
 　　　（身体障害者1名、精神障害者4名）
ホームページ ● http://www.pfw.co.jp/

我が社の
障害者雇用

障害者雇用について人事担当者にインタビュー

障害者雇用推進のきっかけ・経緯は？
　きっかけは単純で、法定雇用率を満たし、企業としての社会的責任を果たすためです。それま
で当社は障害者を新規に採用したことがなく、これではいけないと思い10年前に初めて精神障
害者の方を2名採用したのが始まりです。

　当社では神戸市垂水区にある社会福祉法人すいせいに相談をさせていただいています。ま
た必ずハローワークを通して採用しハローワークが実施するセミナー等には積極的に参加する
ようにしています。仕事内容についてはトライアル雇用を活用し本人の特性を見極めて担当す
る業務を割り当てるようにしています。

採用はどのように？

 常に世界的視野に立ち、
精密加工と品質優先のもの作りに徹し、
信頼性の高い丸編機を提供する。

株式会社 福原精機製作所
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製造している丸編み機

我が社の障害者雇用 〈株式会社福原精機製作所〉

　当社の主力製品である編み機の製造において、工作機械
を使った部品の加工、選別、組立といった工程に従事しても
らっています。また、現在設計部門に携わっている者が1名い
ます。当初は他の方と同じように現場で製造に関わっていま
したが、本人の希望もあり異動することになりました。ただ
し、すぐに異動できたわけではなく、専門知識と資格の取得
が必要でした。そこで、仕事が終わってから学校に通って知識
と技術を学び、2年ほどかけて資格を取得してもらいました。

　当社が本格的に取り組み始めた頃には、既に多くの企業が障害者雇用に乗り出していたた
め、身体や知的障害の方はほとんど採用活動が終わり、就職を希望しているのは精神障害の
方ばかりといった状況でした。
　率直な表現を使うと「精神障害の方は難しい」と言われ、敬遠されがちです。中にはコミュ
ニケーションを取ることそのものができない方がいるのも事実です。そのような方にどうやっ
て仕事をしてもらうか、職場に受け入れていくのか、大いに悩みました。
　現場で一緒に作業する社員たちにとっても初めてのことであったため、「接し方がわからな
い」「仕事の指示はどう出せばよいのか」「不良品が出てしまうのではないか」という声もあり
ました。こうした不安の声が出るのはある意味当然だと思います。当社でも時間をかけて、障
害者の方を分け隔てることなく働ける職場の必要性、企業としての社会的責任について理解
してもらいました。

採用された方はどのような職種に就かれていますか？

障害者雇用で感じたこと、今後の課題は？

　トライアル雇用を上手く活用し、仕事の適性や本人の特性を見極めることが重要です。最初
は3時間程度、仕事に慣れるところから始めてもらいました。また、社会福祉法人すいせいの職
員の方々にご協力いただき、障害者が仕事を続けられるように、きめ細かい配慮をしていただ
きました。助言を踏まえ、作業書を写真やサンプル品を使った見やすくわかりやすいものに改善
するといった工夫を重ね、環境を整えました。
　サポートの体制として重視しているのは、日々の変化を見逃さないこと、何かあった時に相談
できる環境を整えておくことです。特に当社では社会福祉法人すいせいの方々に支えていただ
き、障害者本人からご家族、主治医の方とも密に連絡をとれる状態を作っています。

雇用管理・サポート体制などで工夫されている事は？
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仕事中の様子

　主に部品の選別の仕事をしています。その他に部品の異
物を取ることや、入出庫の管理業務なども行っています。

我が社の障害者雇用 〈株式会社福原精機製作所〉

勤務されている方へのインタビュー

　私は今年の2月から仕事を始め、現在にいたります。

　障害者と共に働くことが普通であり、企業として当たり前のことであるという意識を持って取
り組んでほしいと思います。社会的に弱い立場にある人々から目を背けるのではなく、企業の
社会的責任として取り組んでほしいです。また、障害者雇用について相談できるところとつなが
りを持っておくことをお勧めします。ハローワークの方々、当社がお世話になっているすいせい
のような社会福祉法人は、知識とノウハウを持っておられるので、大きな助けになってくれます。
　特に精神障害の方の雇用は身体や知的の方とは似て非なるものです。難しい面もたくさん
あります。周りの方々の理解や助けを借りて根気強く続けていけば、会社の一員として活躍して
くれたり、素敵な人との出会いが生まれたりと、新しい発見ができると思います。

最後に、これから障害者雇用に取り組もうとしている企業へのメッセージをお願いします。

いつからこの会社に勤めていますか？

どのような仕事に従事されていますか？

　先輩が初めての仕事の時にわからない事を親切に教え
てくださったことです。

この会社に勤めて良かったと思う事は？

　仕事で分からない事などがあった時はもっと積極的に聞きにいけるように心がけたいです。

今後の自分への課題・目標などあれば教えてください。


